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島
津
議
員 

 

島
津
幸
広
衆
院
議
員
は
19
日
の
衆
院

内
閣
委
員
会
で
、
政
府
が
「
地
方
創
生
回

廊
」
の
名
の
も
と
で
リ
ニ
ア
新
幹
線
に
３

兆
円
の
財
政
投
融
資
を
行
い
、
全
線
開
業

を
前
倒
し
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
れ
で
政
府
の
「
成
長
の
果
実
が
津
々

浦
々
に
い
き
わ
た
る
」
の
か
は
大
い
に
疑

問
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

島
津
氏
が
「
地
方
創
生
回
廊
」
に
よ
る

日
本
経
済
の
効
果
の
試
算
を
問
う
と
、
石

原
伸
晃
経
済
再
生
相
は
「
マ
ク
ロ
経
済
の

分
析
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
弁
。

島
津
氏
は
「
試
算
も
な
い
、
根
拠
も
な
い
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
。
大
変
無
責
任
だ
」「
『
未

来
へ
の
投
資
』
と
い
う
が
『
未
来
へ
の
浪

費
』
だ
」
と
批
判
し
、
地
方
が
特
性
を
生

か
し
て
自
立
す
る
こ
と
で
経
済
の
好
循
環

を
生
み
出
す
、
地
に
足
の
つ
い
た
経
済
対

策
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

清
水
議
員 

 

ま
た
、
本
村
議
員
の
質
問
の
前
に
、
清

水
忠
史
衆
院
議
員
も
衆
院
国
土
交
通
員
会

で
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

清
水
氏
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
、「
安
定
配
当

無
で
は
な
い
」
と
答
弁
、
本
村
氏
は
「
大

深
度
地
下
法
は
地
権
者
の
権
利
を
侵
害
す

る
も
の
で
適
用
す
べ
き
で
な
い
」
と
主
張

し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
本
村
氏
が
、
リ
ニ
ア
が
大
深
度

地
下
を
通
る
土
地
を
取
り
引
き
す
る
際
、

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
重
要
説
明
事
項
に

当
た
る
の
か
と
た
だ
す
と
、
谷
脇
暁
土

地
・
建
設
産
業
局
長
は
「
対
象
と
さ
れ
て

い
な
い
」
と
答
弁
。
本
村
氏
は
「
消
費
者

に
と
っ
て
不
利
益
に
な
る
」
と
批
判
し
ま

し
た
。 

ほ
か
に
、
大
深
度
地
下
の
上
に
あ
る
家

屋
の
事
前
調
査
を
要
求
し
、
財
政
投
融
資

に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
利
息
負
担
が
大

幅
に
軽
く
な
る
問
題
を
追
及
し
ま
し
た
。 

リ
ニ
ア
は
55
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
対
象
に 

 

 
一
方
、
リ
ニ
ア
建
設
で
は
、
東
京
都
品

川
・
世
田
谷
・
大
田
各
区
と
町
田
市
、
神

奈
川
県
川
崎
市
の
35
キ
ロ
㍍
、
名
古
屋

市
、
愛
知
県
春
日
井
市
の
20
キ
ロ
㍍
の
計

55
キ
ロ
㍍
が
大
深
度
地
下
使
用
認
可
の

対
象
に
な
り
ま
す
。 

本
村
氏
は
、
リ
ニ
ア
建
設
で
「
都
市
計

画
事
業
を
適
用
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
」

と
迫
り
ま
し
た
。
石
井
啓
一
国
交
相
は
「
現

時
点
で
予
定
は
な
い
」
と
述
べ
、
今
後
の

可
能
性
は
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
栗
田
卓
也
都
市
局
長
は
、
大
深

度
地
下
使
用
の
認
可
の
み
の
場
合
で
も
、

土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
は
「
皆

大
深
度
地
下
使
用
認
可 
地
権

者
の
権
利 

侵
害
の
恐
れ 

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
19
日
の
衆
院

国
土
交
通
委
員
会
で
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
建

設
に
と
も
な
う
大
深
度
地
下
（
地
下
40
㍍

以
深
、
ま
た
は
支
持
地
盤
上
面
か
ら
10
㍍

以
深
の
部
分
）
使
用
認
可
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
、
地
権
者

の
権
利
を
侵
害
す
る
危
険
性
を
追
及
し
ま

し
た
。 

 

大
深
度
地
下
使
用
が
認
可
さ
れ
る
と
、

事
業
者
が
地
権
者
の
同
意
な
し
に
地
下
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
村
氏

は
、
大
深
度
地
下
法
は
、
地
権
者
の
権
利

を
侵
害
す
る
悪
法
で
あ
り
、
使
用
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
表
明
、
国
交
省
が
対
象
の

地
権
者
の
数
も
把
握
し
て
い
な
い
の
は
問

題
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
大
深
度
地
下
法
が
適
用
さ

れ
た
東
京
外
環
道
で
は
、「
土
地
利
用
に
制

限
を
課
す
こ
と
も
な
い
」
と
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
都
市
計
画
事
業

を
認
可
し
た
た
め
、
建
築
制
限
な
ど
地
権

者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
。

住
民
か
ら
は
「
だ
ま
さ
れ
た
」
と
声
が
上

が
っ
て
い
る
と
し
て
、
大
深
度
地
下
使
用

認
可
と
都
市
計
画
事
業
認
可
の
取
り
消
し

を
求
め
ま
し
た
。 

を
維
持
し
つ
つ
、
長
期
固
定
低
利
の
財
投

に
よ
っ
て
経
営
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
」

と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
財
投
は
Ｊ
Ｒ

東
海
へ
の
経
営
支
援
だ
」
と
指
摘
。
な
ぜ

財
投
に
よ
っ
て
全
線
開
業
が
最
大
８
年
前

倒
し
で
き
る
の
か
、「
最
大
８
年
前
倒
し
」

は
保
証
が
あ
る
の
か
と
追
及
。
国
交
省
の

奥
田
哲
也
鉄
道
局
長
は
「
工
期
延
長
の
可

能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
」
と
、
努
力

目
標
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。 

 

リ
ニ
ア
よ
り
在
来
線
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を 

 

 

ま
た
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
効
果
と
さ
れ

て
い
る
「
人
口
７
千
万
人
の
巨
大
都
市
圏

ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
形
成
」
に

つ
い
て
、
２
０
６
５
年
の
推
計
人
口
は
８

１
０
０
万
人
で
、「
三
大
都
市
圏
に
７
千
万

人
」
な
ら
、「
い
び
つ
な
国
土
と
な
り
、
地

方
創
生
ど
こ
ろ
か
地
方
消
滅
だ
」
と
批
判
。

一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
在
来
線
に
ホ
ー
ム

ド
ア
設
置
駅
が
一
つ
も
な
い
こ
と
な
ど
を

挙
げ
、「
リ
ニ
ア
建
設
よ
り
、
安
全
対
策
や

在
来
線
の
維
持
管
理
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

県委員会の政府交渉の予定 
岐阜県 １１月 ２日（水） 
愛知県 １１月１６日（水） 
静岡県 １１月２１日（月） 

  


